









































一覧」によれば、昭和 30 年代５、昭和 40 年代


































































































































































































































































































































































































１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 合計
かけた
年数 ３ １０ ６ ４ ２ ２ ３ ３０
割合






















































































雨乞い回数 ０回 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 合計
かけた年数 13 11 6 12 10 5 7 3 2 69




















































































平均は、約 7貫 700 文、１軒の負担額は約 55文
である。１年間の雨乞いに 20 貫文以上を記録し
たのは、安永７年（1778）の 20貫余、寛政４年
（1792）の 21 貫余、嘉永６年（1853）の 20 貫余、
安政２年（1855）の 21 貫余、文久元年（1861）




①暦年（10年区切り） ②合計金額 ③資料数 ②÷③ ④ 1 軒負担分
1 宝暦５（1755）～明和１（1764） 16,467 文 3年分 　5,489 文 42 文
2 明和２（1765）～安永３（1774） 54,978 文 9年分 6,110 文 47 文
3 安永４（1775）～天明４（1784） 82,816 文 9年分 9,202 文 71 文
4 天明５（1785）～寛政６（1794） 66,122 文 6年分 11,020 文 85 文
5 寛政７（1795）～文化１（1804） 66,730 文 8年分 8,341 文 64 文
6 文化２（1805）～文化11（1814） 25,854 文 5年分 5,171 文 40 文
7 文化12（1815）～文政７（1824） 34,934 文 5年分 6,987 文 54 文
8 文政８（1825）～天保５（1834） 18,078 文 3年分 6,026 文 46 文
9 天保６（1835）～弘化１（1844） 5,359 文 2年分 2,680 文 21 文
10 弘化２（1845）～安政１（1854） 58,654 文 9年分 6,517 文 50 文
11 安政２（1855）～元治１（1864） 87,657 文 8年分 10,957 文 84 文
計 51,7658 文 67 年分 7,726 文 55 文
※「資料３」（後掲）　により作成した。
※金銀価は、次のように換算した。　銀は、金 1両 =銀 60 匁、　銭は、明和 2年～天明 4年は 5,000 文、天明 5年～文化元年は、
6,000 文、文化 2年～元治元年は、7,000 文で換算した。
※松原村の家数は、130 軒とした。（「天保 11年　百姓家数牛馬数書上帳」小島家文書に 129 軒とある）
※小数点以下を四捨五入した。
表４　小鈴ケ谷村の雨乞い金額一覧
①暦年（10年区切り） ②合計金額 ③資料数 ②÷③ ④ 1 軒負担分
1 元禄８（1695）～宝永１（1704） 3,560 文 4年分 890 文 13 文
2 宝永２（1705）～正徳４（1714） 2,999 文 5年分 600 文 9文
3 正徳５（1715）～享保９（1724） 7,292 文 6年分 1,215 文 17 文
4 享保10（1725）～享保19（1734） 18,565 文 9年分 2,063 文 29 文
5 享保20（1735）～延享１（1744） 5,883 文 6年分 981 文 14 文
6 延享２（1745）～宝暦４（1754） 4,949 文 6年分 825 文 12 文
7 宝暦５（1755）～明和１（764） 5,444 文 4年分 1,361 文 19 文
8 明和２（1765）～安永３（1774） 資料無 資料無
9 安永４（1775）～天明４（1784） 1,654 文 6年分 276 文 4文
10 天明５（1785）～寛政６（1794） 32,250 文 7年分 4,607 文 66 文
11 寛政７（1795）～文化１（1804） 150 文 2年分 75文 1文
12 文化２（1805）～文化11（1814） 7,625 文 2年分 3,813 文 54 文
13 文化12（1815）～文政７（1824） 13,944 文 7年分 1,992 文 28 文
14 文政８（1825）～天保５（1834） 4,910 文 2年分 2,455 文 35 文
計 109,225 文 66 年分 1,655 文 24 文


































































①暦年（10年区切り） ②合計金額 ③資料数 ②÷③ ④ 1 軒負担分
1 天明５（1785）～寛政６（1794） 119,429 文 6年分 19,905 文 54 文
2 寛政７（1795）～文化１（1804） 33,800 文 2年分 16,900 文 46 文
3 文化２（1805）～文化11（1814） 6,687 文 1年分 6,687 文 18 文
4 文化12（1815）～文政７（1824） 35,234 文 1年分 35,234 文 95 文
195,150 文 10 年分 19,515 文 53 文
※「資料２　雨乞い関係一覧表」（『日本福祉大学　子ども発達学論集　第 5号』2013 年）により作成
※金銀価の換算は同上。また小数点以下を四捨五入した。


































































































































































































































































































年号（西暦） 月・日 金額 記事 月・日 金額 記事 月・日 金額 記事
宝永3（1706） 6・4 200 多度禰宜
宝永4（1707） 7・20 200 多度禰宜








享保20（1735） 3・29 20 多度奉加
元文6（1741） 6・ 200 多度禰宜初尾
寛保2（1742） （963） 多度初尾等
延享2（1745） 8・23 100 多度禰宜
延享3（1746） 7・16 500 小串右衛門太夫
延享4（1747） 7・16 500 小串右衛門太夫
宝暦9（1759） 7・28 100 多度
安永5（1776） 3・ 150 桑名社人
安永8（1779） 2・3 300 タト一目連等
安永9（1780） 6・ 12 タド社家壱人
安永10（1781） 4・ 212 タド社家壱人等
天明2（1782） 2・ 100 多度奉加
天明3（1783） 6・ 100 小串山城守 5・ たと祢宜人足
天明4（1784） 6・ 30 田戸社家
天明6（1786） 11・ 168 多度祢宜宿泊
天明8（1788） 2・ 100 多度大神宮初穂
寛政3（1791） 2・ 金2朱 田戸御礼
寛政4（1792） 11・ 100 多度初尾
寛政8（1796） 1・ 50 多度社家廻り







寛政10（1798） 8・ 48 桑名社家
寛政11（1799） 1・ 100 多度社家廻り 1・ 100 多度初尾
寛政12（1800） 4・ 48 多度初尾
享和1（1801） 10・ 100 多度初尾
享和2（1802） 10・ 48 多度初尾
文化5（1808） 2・ 100 多度初尾
文化7（1808） 3・ 100 多度初尾
文化9（1812） 11・ 100 多度宿泊







文化14（1817） 6・ 7両2分 多度・黒幣


































文政4（1821） 12・30 100 多度社家廻り
文政6（1823） 5・ ― 多度雨乞
文政9（1826） 11・28 100 多度社家廻り
文政10（1827） 12・16 100 一目連社家廻り 6・ 7両2分 多度雨乞
天保10（1827） 6・ 7両2分 多度雨乞
弘化3（1846） 4・10 32 多度初尾
弘化4（1847） 4・9 20 多度初尾
嘉永1（1848） 7・ 7両2分 多度雨乞
嘉永4（1851） 8・20 15 小串肥後守
嘉永5（1852） 6・ 7両2分 多度雨乞













安政6（1859） 6・10 1朱 小串肥後守
万延1（1860） 7・13 39 小串肥後守代
文久1（1861） 8・7 50 小串肥後守代
文久3（1863） 10・4 156 小串肥後守
































































































































































































































































































































































































































　竜宮の雨祈は、５月 18 日に始まり 24 日に満
願を迎えている。その中日の 21日にいさみ（諫）
を行っている。この「覚」には、その後 6月 25















































































































































































































































































































































































年号（西暦） 松原村 森村 鍛冶屋村 岡田村 羽根村 大草村 その他 総金額
宝暦13（1763） 〇 2,685
明和 2（1765） 〇 1,689
明和 4（1767） 〇 600
明和 7（1770） 熱田〇 1,350
安永 3（1774） 〇 500
安永 6（1777） 〇 3,960
安永 7（1778） 〇 〇 〇 6,724
安永 8（1779） 〇 〇 〇 4,080
天明1（1781） 〇 〇 1,350
天明 5（1785） 〇 4,550
寛政4（1792） 〇 〇 〇 7,700
寛政 5（1793） 〇 900
寛政 6（1794） 〇 2,700
寛政 9（1797） 〇 296
寛政 10（1798） 〇 〇 〇 〇 3,312
寛政 11（1799） 〇 〇 〇 1,398
享和1（1801） 〇 〇 1,000
享和 2（1802） 〇 865
文化1（1804） 〇 1,500
文化 4（1807） 〇 〇 〇 2,395
文化 5（1808） 〇 1,316
文化 7（1810） 〇 500
文化 9（1812） 〇 500
























































文政4（1821） 〇 〇 〇 〇 〇 2,748
文政 6（1823） 〇 〇 〇 1,812
文政 9（1826） 〇 〇 〇 〇 3,360
文政 10（1827） 〇 〇 1,296
弘化 4（1847） 〇 〇 〇 500
弘化 5（1848） 〇 500
嘉永 3（1850） 〇 500
嘉永 4（1851） 〇 500
嘉永 5（1852） 〇 〇 〇 2,984
嘉永 6（1853） 〇 5,524
安政 2（1855） 〇 〇 3,500














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文化 12（1815） 5/1　大雨、枇杷島川、六合程出水也③ 6/25 大雨






















安政2（1855） 7/25 ～ 29大雨④


















元禄 11（1698） 小鈴ケ谷村・田方 14町余の内、10町水有 2町黒割 2町白割 ３か所雨池少し水
７か所雨池水なし
①
享保3（1718） 小鈴ケ谷村・田方 14 町余の内、3町余白割大痛 7町余日損中痛　
畑方 3町余の内、2町余日損大痛 1町余日損中痛
役所へ御注進 ①


























寛延元（1748） 松原村・旱魃に付、畑方作物被害の書上げ 役所へ達し書 ②
寛延3（1750） 松原村・森村・鍛冶屋村・「夏秋作之儀ハ永々旱魃ニ而」 御救免の願 ②
宝暦2（1752） 松原村・田畑ともに旱魃の被害の書上げ、田方は白われ 畑作は皆腐 ②
宝暦4（1754） 小鈴ケ谷村・田方 14 町余の内、6町程白割 2町程黒割 4町程水な
し
役所へ御注進 ①
宝暦6（1756） 松原村・田方はいもち付と旱魃の被害、畑方は大やけ 大豆は皆無 ②
宝暦8（1758） 松原村・「六月十四日大雨、夫ゟ八月五日迄旱損ニ而」「谷中ニ而
十四ケ村として宮山村清寛（感）寺様おん頼候」







宝暦9（1759） 松原村・雨は少し降ったが「苗代水ニ難成、麦作出来うすく」 麦は実入りなし ②
宝暦 12（1762） 松原村・「当年旱ニ付田畑共日損仕候」 見立免の願 ②
明和 4（1767） 松原村・旱魃の被害を御役所に注進










安永5（1776） 森組五ケ村・雨乞いをかける、触に「一田方之内当年日損」 五日五夜の雨乞い ②

































































































































年　次 月・日 雨　乞　記　事　等 金　額　等
宝暦12年
（1762）○林　




























































































































































































































































































































































金 1分 029 文


















































































































































































































































































































































































































































































金 1分 300 文






















































金 1分 700 文
金 1分 500 文
金 2朱 705 文





























































































金 1分 324 文
























































































































































































































































































































































































































金 2朱 207 文
50 文

































金 2朱 885 文

































































































金 2朱 210 文
500 文
300 文



































金 2朱 212 文
328 文
308 文
































金 2朱 215 文
金 2朱 493 文
金 2朱 44 文
合計














































































銀 7匁 4分 1厘








金 1分 2朱 107 文
合計　金 2分














金 2朱 212 文
金 2朱 204 文
191 文
500 文













































金 2朱 208 文




























































































金 2朱 194 文
500 文
24 文










金 1分 160 文　
371 文
300 文















金 2朱 200 文


































金 2朱 202 文　
白米五升















銀 9匁 2分 5厘
銀 1匁 2分　


























































金 2朱 335 文
白米７升５合





























金 2朱 183 文
金 2朱 178 文
金 2朱 332 文
500 文
24 文
























































































































































































金 1分 605 文
1貫 664 文
金 1分 1貫 17 文
1貫 500 文



























































銀 13 匁 8分 9厘








銀 8匁 3分 3厘　
500 文
銀 11 匁 1分 7厘



































銀 5匁 5分 6厘
150 文
合計　金 1朱



















































































































銀 11匁 1分 1厘





銀 141 匁 6分
金 2分 46 文
58 文
合計金3両1分 1朱































































































銀 16 匁 6分 6厘
24 文
48 文
銀 16 匁 6分７厘
合計金 2両 1朱　
銀 40匁 2分 8厘
　　　823 文
慶応元年
（1865）
9・14
〃
9・20
9・22
〃
12・20
多度　谷口加賀守
同人配札料
洲原御師村中配札之上昼支度代
たど　小串肥後守勧化
右太々講
龍居多度　谷口加賀守　太々講分　同断配札料
48文
24 文
93 文
24 文
金 1朱
72 文
合計　金 1朱
　　　261 文
慶応２年
（1866）
6・28
〃
多度　谷口
同人配札
48文
24 文
合計　72文
※この一覧表は、それぞれの年次の松原村の「下用敷帳」（小島家文書）により雨乞い関係の部分を抜き出して作成
した。
※○林　とあるのは、「尾張国知多郡松原村（小島家文書）村入用・下用関係」（徳川林政史研究所蔵）により作成した。
※「　　」は、その年次の「下用敷帳」が２冊あり、片方の帳面にないものをもう一つの帳面より補ったものである。
※（　）は、分かりやすくするため、筆者が補ったものである。
※史料には、村名が平仮名で書かれているものがあるが、すべて漢字に統一した。
※「雨乞記事」は、内容を一部省略してある。
※合計は、筆者が計算したものである。
